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我が町の誇り我が町の誇り
コトウラの牛コトウラの牛

　良質な肉で知られているコトウラの牛。県内で
開催される和子牛の競り市には、全国から買い手
が参加されるなど、近年注目を集めています。
　また、乳牛については、10月１日に開かれた
鳥取県畜産共進会で、コトウラの牛がチャンピオ
ンに輝きました！（関連記事９ページ）

もぉ～
最高っ！
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平成27年度  決算状況をお知らせします
　琴浦町の平成27年度決算が９月定例議会で承認されました。
　平成27年度の決算状況をお知らせします。

　平成27年度についても、前年度と同様に一般会計、特別会計、企業会計の全ての会計において赤字決算
はありませんでした。

特 集

琴浦町の各会計の決算状況

各会計別決算総括表� （単位：円）　　

会　計　名 歳入総額
（A）

歳出総額
（B)

歳入歳出差引額
（C）=（A）−（B）

一般会計 11,062,073,496 10,833,248,416 228,825,080
国民健康保険特別会計 2,727,813,548 2,694,104,967 33,708,581
住宅新築資金等貸付事業特別会計 31,616,466 16,384,579 15,231,887
農業集落排水事業特別会計 269,255,387 267,575,969 1,679,418
下水道事業特別会計 1,177,407,766 1,158,343,735 19,064,031
介護保険特別会計 2,296,822,782 2,226,816,888 70,005,894
後期高齢者医療特別会計 187,919,323 187,720,123 199,200
船上山発電所管理特別会計 17,617,169 17,587,472 29,697
八橋財産区特別会計 22,847 0 22,847
浦安財産区特別会計 10,941 0 10,941
下郷財産区特別会計 180 0 180
上郷財産区特別会計 0 0 0
古布庄財産区特別会計 376 0 376
赤碕財産区特別会計 21,579,759 1,896,058 19,683,701
成美財産区特別会計 14,895,453 446,000 14,449,453
安田財産区特別会計 7,473,235 678,270 6,794,965
以西財産区特別会計 58,180,534 1,870,172 56,310,362

水道事業会計
損益計算書� （単位：千円）

勘定科目 勘定科目
水道事業費用 263,066 水道事業収益 289,849

営業費用 223,744 営業収益 261,356
営業外費用 39,322 営業外収益 28,493
特別損失 0

当年度純利益 26,783
計 289,849 計 289,849

貸借対照表� （単位：千円）

資産の部 負債の部
固定資産 3,682,560 固定負債 1,491,260
流動資産 250,024 流動負債 174,048

繰延収益 780,046
資本の部

資本金 956,195
剰余金 531,035

計 3,932,584 計 3,932,584



ことうら 2016. 113

■歳　入
　一般会計の歳入総額は、110億6,207万円となり、
昨年と比較して３億6,167万円（3.4%）の増額と
なりました。
　主な費目の昨年との比較は、以下のとおりです。

■歳　出
　一般会計の歳出総額は、108億3,325万円となり、
昨年と比較して３億6,134万円（3.5%）の増額と
なりました。
　各費目の昨年との比較は、以下のとおりです。

●議　会　費：↑　415万円（↑3.9%）
●総　務　費：↑　５億1,123万円（↑23.2%）
●民　生　費：↓　１億1,015万円（↓3.4%）
●衛　生　費：↓　１億2,582万円（↓26.3%）
●農林水産業費：↑　1,896万円（↑2.0%）
●商　工　費：↓　109万円　（↓0.6%）
●土　木　費：↓　3,716万円（↓4.2%）
●消　防　費：↑　2,631万円（↑9.2%）
●教　育　費：↑　3,317万円（↑4.6%）
●公　債　費：↑　3,746万円（↑2.7%）
●諸 支 出 金：↑　920万円（↑32.8%）

一般会計の決算状況

一般会計
歳入合計
1,106,207
万円

自主財源
329,233万円

30%

依存財源
776,974万円

70%

地方交付税
4,377,395万円

39.6%

国庫支出金 
1,044,014万円

9.4%

国庫支出金 
1,044,014万円

9.4%

県支出金
920,449万円

8.3%

県支出金
920,449万円

8.3%

町債
935,410万円

8.5%

町債
935,410万円

8.5%
町税

1,721,391万円
15.6%

町税
1,721,391万円

15.6%

分担金及び
負担金等
266,844万円
2.4%

分担金及び
負担金等
266,844万円
2.4%

諸収入等
383,720万円
3.5%
繰入金
691,885万円
6.3%

繰越金
228,489万円
2.1%

地方譲与税
106,647万円
1.0%

地方消費税交付金等
385,829万円
3.5%

一般会計
歳出合計
1,083,325
万円

1．議会費
10,916万円
1.0%

2．総務費
271,241万円
25.0%

3．民生費
309,693万円
28.6%

4．衛生費
35,176万円
3.2%

5．農林水産業費
97,048万円
9.0%

6．商工費
18,882万円
1.7%

7．土木費
85,814万円
7.9%

8．消防費
31,188万円
2.9%

9．教育費
74,793万円
6.9%

10．災害復旧費
136万円
0.0% 11．公債費

144,718万円
13.4%

12．諸支出金
3,721万円
0.3%

　平成27年度は、地方創生事業を積極的に実施しました。

　結婚・出産・子育て事業として、町内への新婚夫婦の定住を促すため、新婚家庭支援事業の実施や、子育
て環境の整備を図るため、第３子保育料無償化に加え、第２子保育料を半額に引き下げして経済的支援を実
施しました。また、学習環境の整備として進学奨励金の拡充や、通学路の安全整備を行いました。

　地域の元気を取り戻すため、「琴浦じゃないと。」をはじめとする琴浦町イメージアップPR事業の実施や、
都市圏からの若者３名に、地域おこし協力隊員としての活動を通して琴浦町の魅力を再開発していただきま
した。

　また、農・商・工業の活性化を図るため、琴浦商品販路開拓事業や起業支援事業を行うなど、地方創生の
実質的な始動年度として様々な事業を実施しました。

●自主財源：↓　2,517万円（↓0.8%）
　　町　　　税：↓　6,401万円（↓3.6%）
　　分　担　金：↓　1,173万円（↓10.9%）
　　諸　収　入：↓　6,816万円（↓27.4%）
●依存財源：↑　３億8,685万円（↑5.2%）
　　地方交付税：↑　4,887万円（↑1.1%）
　　地方消費税交付金：↑　１億4,144万円（↑70.7%）
　　国庫補助金：↓　1,415万円（↓1.3%）
　　地　方　債：↑　１億8,793万円（↑25.1%）
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　平成27年度一般会計事業の一部を紹介します。

平成27年度　一般会計予算の主要事業

基金の推移 一般会計の地方債残高

◆民生費
　○成美保育園県産材床改修工事　240万円
　○臨時福祉給付金給付事業　2,465万円
　○保育所運営費　４億6,128万円

◆衛生費
　○じん芥処理事業　１億3,294万円
　○し尿処理対策事業　2,663万円

◆土木費
　○赤碕駅南線道路改良工事　2,775万円
　○逢束下伊勢線道路改良工事　3,799万円
　○除雪対策事業　1,514万円

◆教育費
　○進学奨励金給付事業　824万円
　　�　平成28年度より所得基準を見直し、対象者

の拡充を行います。
　○遠距離通学補助金　198万円
　　�　中学生のバス通学にかかる費用を補助しまし

た。
　　�　平成28年度より対象者を高校生まで拡充し

ます。
　○ I CT教育環境整備　120万円
　　�　 I CT教育に必要となるタブレットなどを追

加整備しました。

町の借金（町債）は、減少
　町債残高は、平成26年度末に比べ３億1,900万円
の減少となりました。
　今後も、地方交付税による国の支援を受けること
が可能な地方債（借金）の借入を行うとともに、基
金を活用し町債の残高を減らしていくことが重要と
なります。

◆総務費
　○情報通信利用環境整備推進事業� ６億3,485万円
　　�　平成26年度から平成27年度にかけて東伯地区

のケーブル施設を光ケーブルに更新しました。
　　�　平成28年度から平成29年度にかけて、赤碕

地区の光ケーブル化を実施します。
　○保育料減免事業　3,480万円
　　�　保育料について、第３子以降の無償化、第２

子の半額減免を行い、多子世帯に対する経済的
な支援を行いました。

　　�　平成28年度より第２子について、無償化と
します。

　○部落自治振興費補助金　1,559万円

◆商工費
　○白鳳祭・さくら祭　613万円
　○育児休業促進事業　150万円
　○雇用促進助成金　880万円

◆農林水産業費
　○農業後継者育成事業　2,702万円
　○農業振興対策事業　2,968万円
　○果樹振興対策事業　1,001万円
　○畜産振興対策事業　2,755万円
　○水産振興対策事業　2,465万円

◆消防費
　○消防ポンプ車更新（第１分団）　2,354万円

町の貯金（基金）は増加
　基金残高は、平成26年度末に比べ１億2,900万円
の増加となりました。
　公共施設の更新、町債の返済、災害など不測の際
に、基金を活用します。
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●早期健全化基準（イエローライン）
　�　各比率が早期健全化基準を上回る場合、財政
再生団体となる可能性があるため、財政の早期
健全化のための計画を定めなければならない。
●財政再生基準（レッドライン）
　�　各比率が財政再生基準を上回る場合、財政再
生団体となり、地方債の発行などの制限を受け
ます。
●標準財政規模
　�　地方公共団体の標準的な状態で通常収入され
るであろう経常的一般財源の規模を示すもの
で、標準税収入額等に普通交付税を加算した額。

■用語の説明
●実質赤字比率
　�　一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財
政規模に対する比率

●連結実質赤字比率
　�　全会計を対象とした実質赤字額または資金の
不足額の標準財政規模に対する比率

●実質公債費比率
　�　一般会計等が負担する元利償還金および準元
利償還金の標準財政規模に対する比率

●将来負担比率
　�　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の
標準財政規模に対する比率

将
来
負
担
比
率

実質公債費比率
※他市町村の財政状況は、未発表のため平成26年度決算で比較しています。
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平成27年度の財政健全化比率
　地方公共団体の財政状況を統一的な指標で明らかにし、財政の健全化や再生が必要な場合に迅速な対応を
取るための「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（「健全化法」）により、健全化判断比率等を公表す
ることとなっています。

　平成27年度の琴浦町の財政健全化比率は、下記のとおりです。
指標名　

　基準名
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率

平成27年度 赤字額なし 赤字額なし 12.0％ 122.3％ 不足額なし
平成26年度 赤字額なし 赤字額なし 12.6％ 132.4％ 不足額なし

比較
基準

早期健全化基準 14.25％ 19.25％ 25.0％ 350.0％ 20.0％
財政再生基準 20.00％ 30.00％ 35.0％ 基準なし 基準なし

・平成27年度の決算において、早期健全化基準を超えた健全化判断比率はありませんでした。
・実質赤字比率及び連結実質赤字比率ともに、ありませんでした。
・実質公債費比率は、公債費の減少により0.6ポイント改善し、12.0%となりました。
・将来負担比率は、地方債残高の減少などにより10.1ポイント改善し、122.3%となりました。

　本町は合併以来、道路新設事業や給食センター・保育園統合事業、庁舎建設などの大型投資事業を合併当
初から積極的に推進してきました。

　結果、地方債の発行が増加し、地方債残高も増額したことにより、実質公債費比率、将来負担比率とも高
く推移してきましたが、大型事業終了による地方債発行額の減少や財政措置の高い制度の活用により、近年
は財政健全化数値も改善しています。

◆他市町村との比較
○将来負担比率
　�　他市町村に比べると高い比率と
なっています。

　�　町税収入などの年収に対し将来
負担するべき金額が高いことを示
します。
○実質公債費比率
　�　他市町村に比べると低い比率と
なっています。

　�　町税収入などの年収に対する借
金返済額の割合が他市町村よりも
低いことを示しています。
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琴浦町の人事行政の状況の公表に関する規定により、下記のとおり公表します。

琴浦町職員などの給与状況 をお知らせします

１．人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（平成28年３月31日現在）

歳出額（A） 実質収支 人件費（B）
人件費率
（B/A）

平成27年度 18,055人 108億3,324万8千円 1億9,462万3千円 15億4,785万6千円 14.3%

＊人件費には、特別職に支給される給料、報酬なども含む。

２．職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分
職員数
（A）

給与費 １人あたりの給与費

（B/A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
平成28年度 199人 6億6,116万5千円 6,587万7千円 2億4,875万3千円 9億7,579万5千円 490万3千円

＊職員手当には退職手当を含まない。
＊給与費は当初予算に計上された額。

３．職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成28年４月１日現在）

区分
一般行政職 現業職（国は技能労務職）

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
琴浦町 279,555円 298,919円 39.2歳 323,647円 329,422円 55.5歳
国 331,816円 410,984円 43.6歳 287,447円 329,358円 50.4歳

４．職員の初任給の状況（平成28年４月１日現在）

区　分
琴浦町 国

決定初任給 採用２年経過日
給　　料　　額 決定初任給 採用２年経過日

給　　料　　額

一般行政職
大学卒 166,100円 181,800円 176,700円 188,600円
高校卒 144,600円 153,000円 144,600円 153,000円

５．職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成28年４月１日）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 229,400円 270,700円 305,700円
高校卒 199,400円 235,100円 278,000円

技能労務職
大学卒 − − −
高校卒 192,000円 217,300円 254,400円

６．一般行政職の級別職員数の状況（平成28年４月１日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
計

標準的な職務内容 主事 主事 係長・主任 課長補佐 課長 課長
職員数 24人 18人 39人 22人 15人 ４人 122人
構成比 19.7% 14.7% 32.0% 18.0% 12.3% 3.3% 100.0%

＊標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名。
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７．職員手当の状況（平成28年４月１日現在）

区　分 琴浦町 国

期末手当
勤勉手当

平成28年度
支給割合

左に同じ

職制上の段階、
職務の級等による
加算措置など

有

退職手当

支給率 左に同じ

１人あたり
平均支給額 ─

扶養手当

　ア．配偶者� 13,000円
　イ．配偶者以外の親族� 6,500円
　　　配偶者のいない職員の扶養親族のうち１人� 11,000円
　ウ．�満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの間にある子� 5,000円加算

左に同じ住居手当 　　　月12,000円を超える家賃を支払っている� 最高27,000円
　　　借家の居住者

通勤手当
　ア．交通機関などの利用者� 最高 55,000円
　　　支給単位期間の通勤に要する運賃などの額
　イ．自動車などの利用者（通勤距離２㎞以上）� 2,000円～31,600円

８．特別職の報酬などの状況（平成28年4月1日現在）

区　分 給料月額など

給料
町長 827,000円
副町長 662,000円
教育長 621,000円

報酬
議長 331,000円
副議長 240,000円
議員 224,000円

期末手当

町長
副町長
教育長
議長
副議長
議員

９．年度別　総職員数の推移

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

人数 224
人

217
人

214
人

218
人

218
人

219
人

221
人

217
人

期末手当 勤勉手当
６月期 1.225月分 0.8月分
12月期 1.375月分 0.8月分
計 2.6月分 1.6月分

６月期 1.50月分
12月期 1.65月分 
計 3.15月分

自己都合 定年
勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分
平成27年度で、支給率の引き下げ完了

自己都合 定年
平成27年度 125万9千円 1,880万9千円
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琴浦町×鳥取大学農学部　

町
で
は
、
鳥
取
大
学
の
協
力
を
得
て
平

成
19
年
３
月
に
「
琴
浦
町
農
林
水
産
業
活

性
化
研
究
会
」
を
設
立
し
、
町
の
農
林
水

産
業
の
活
性
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

商
工
業
な
ど
幅
広
い
分
野
で
鳥
取
大
学
と

連
携
し
た
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
、
鳥
取
大
学
と
の
連
携
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
鳥
取
大

学
農
学
部
の
学
生
が
農
業
を
実
際
に
体
験

し
た
り
、
農
業
に
関
す
る
学
習
を
深
め
た

り
し
て
、琴
浦
町
の
農
業
に
触
れ
ま
し
た
。

　

や
ま
び
こ
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
９
月
11
日
、
農
学
部
生
物

資
源
環
境
学
科
２
年
生
の
学
生
を
対
象

に
、
農
業
体
験
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
や
教
授
な
ど
36
人
が
参
加
し
、
５

月
に
手
植
え
を
行
っ
た
も
ち
米
の
稲
刈

り
・
は
で
か
け
を
手
作
業
で
行
い
、
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
機
械
を
利

用
し
た
稲
刈
り
は
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、

手
作
業
が
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
思
わ
な

か
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
多
数
あ
り
、
大

学
の
中
だ
け
で
は
学
ぶ
こ
と
の
出
来
な
い

「
現
場
の
大
変
さ
」
を
体
験
す
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
業
の
休
憩
に
は
大
山
乳
業
の

牛
乳
や
菓
子
な
ど
が
、
作
業
後
の
交
流
会

で
は
同
サ
ー
ク
ル
手
作
り
の
郷
土
料
理
な

ど
が
振
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
サ
ー
ク
ル
の

メ
ン
バ
ー
や
地
元
の
人
と
の
会
話
を
楽
し

み
な
が
ら
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

同
サ
ー
ク
ル
で
は
、
今
回
稲
刈
り
を

行
っ
た
も
ち
米
を
利
用
し
、
11
月
に
は
餅

つ
き
な
ど
で
鳥
取
大
学
農
学
部
の
学
生
と

の
交
流
を
深
め
る
「
収
穫
祭
」
を
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

農
学
部
生
物
資
源
環
境
学
科
で
「
フ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
科
学
演
習
」
の
授
業
を
受
講

し
て
い
る
学
生
を
対
象
に
、
大
山
乳
業
な

ど
琴
浦
町
内
の
農
林
水
産
業
に
携
わ
っ
て

い
る
事
業
所
を
訪
問
し
、
現
場
の
様
子
を

学
ぶ
視
察
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
農
林
水
産
課
と
農

業
委
員
会
事
務
局
の
視
察
が
加
わ
り
、
９

月
27
日
に
役
場
分
庁
舎
で
琴
浦
町
の
農
林

水
産
業
の
概
要
や
業
務
内
容
な
ど
の
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
学
部
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

科
学
コ
ー
ス
２
年
生
の
学
生
18
名
や
、
韓

国
の
農
村
経
済
研
究
院
の
研
究
員
３
名
な

ど
総
勢
27
人
が
来
庁
し
、
職
員
が
話
す
内

容
に
つ
い
て
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
今
回
の
研
修

を
振
り
返
り
、
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
や
、
各

班
に
分
か
れ
て
調
べ
学
習
と
発
表
を
行
う

際
の
材
料
に
す
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
本
町
の
農
林
水
産
業
に

対
す
る
学
生
の
関
心
度
は
非
常
に
高
く
、

毎
年
何
人
か
は
本
町
の
農
業
に
つ
い
て
卒

業
論
文
を
作
成
す
る
生
徒
も
い
る
ほ
ど
で

す
。
今
回
の
視
察
研
修
も
、
学
生
に
学
び

を
深
め
て
も
ら
い
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
の

現
場
を
知
る↑暑いなか、はでかけを頑張りました

↑説明会の様子

↓参加した学生たち

農
業
体
験
交
流
会

農
林
水
産
業
学
習
会
を
開
催
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第
５
回
琴
浦
町
議
会
で
、
新
教
育
委

員
会
制
度
発
足
時
の
新
教
育
長
に
小
林

克
美
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
10
月
27
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

小
林
さ
ん
の
教
育
行
政
２
期
目
へ
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
教
育
長
の
コ
メ
ン
ト

　

毎
月
開
催
さ
れ
る
教
育
委
員
会
に
お

い
て
は
、
地
域
を
代
表
す
る
委
員
さ
ん

と
、
地
域
の
人
の
思
い
を
大
切
に
し
た

琴
浦
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
や
、
教
育
方

針
を
じ
っ
く
り
議
論
で
き
る
よ
う
務
め

て
い
き
ま
す
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
議
員

の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
健
康

で
幸
せ
を
実
感
で
き
、
子
ど
も
た
ち
が

笑
顔
で
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
、
琴
浦
町
教
育
行
政
の
た
め
に

尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

■
新
教
育
委
員
会
制
度
と
は

○
ポ
イ
ン
ト
１

　

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し

た
新
「
教
育
長
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

新
「
教
育
長
」
は
、
教
育
委
員
会
の

総
て
の
業
務
を
管
理
し
、
教
育
委
員
会

を
代
表
し
ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
２

　

教
育
委
員
へ
の
情
報
提
供
や
会
議
の

招
集
を
迅
速
に
行
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

強
化
し
、
教
育
委
員
会
で
の
審
議
を
活

発
化
さ
せ
ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
３

　

総
合
教
育
会
議
を
設
置
し
ま
す
。

　

町
長
が
会
議
を
招
集
し
、
教
育
委
員

会
と
話
し
合
い
・
調
整
す
る
こ
と
に
よ

り
、
両
者
が
教
育
政
策
の
方
向
性
を
共

有
し
、
連
携
し
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
４

　

教
育
に
関
す
る
「
大た

い

綱こ
う

」
を
策
定
し

ま
す
。

　

大
綱
と
は
、
教
育
の
目
標
や
施
策
の

方
針
を
さ
し
ま
す
。
総
合
教
育
会
議
に

お
い
て
、
町
長
と
教
育
委
員
会
が
話
し

合
い
、
調
整
し
て
策
定
し
ま
す
。

　

鳥
取
県
畜
産
共
進
会
と
畜
産
ふ
れ

あ
い
祭
り
が
10
月
1
日
、
鳥
取
県
中

央
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
進
会
に
は
、
町
内
か
ら
和
種
々

牛
の
部
に
４
頭
１
群
が
出
品
さ
れ
、

惜
し
く
も
首
席
は
逃
し
ま
し
た
が
、

２
頭
１
群
が
優
等
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。

　

乳
牛
の
部
に
は
町
内
か
ら
19
頭
が

出
品
さ
れ
、
全
7
部
門
の
う
ち
４
部

門
で
首
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。
第
４

部
で
出
品
し
た
岡
村
宙
博
さ
ん
（
大

成
）
の
乳
牛
が
、
未
経
産
牛
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
進
会
と
合
わ
せ
、
会
場

で
は
功
労
者
表
彰

が
行
わ
れ
、
酪
農

功
労
者
と
し
て
本

町
か
ら
前
田
隆
志

さ
ん
（
下
光
好
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
時
に
開
催
さ

れ
た
畜
産
ふ
れ
あ

い
祭
り
で
は
、
乗

馬
体
験
や
乳
製
品

な
ど
の
販
売
が
行

わ
れ
、
多
く
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

主
な
成
績
（
敬
称
略
）

【
乳
牛
の
部
】

●
育
成
の
部

第
1
部　

首
席　

岡
村
宙
博
（
大
成
）

●
未
経
産

第
３
部　

首
席　

三
浦
幹
雄（
上
光
好
）

第
４
部　

首
席　

岡
村
宙
博
（
大
成
）

●
経
産

第
６
部　

首
席　

徳
丸
洋
一（
八
反
田
）

わが町の誇り コトウラの牛 鳥取県畜産共進会＆畜産ふれあい祭り

小林教育長が再任　新教育委員会制度発足

再任された小林教育長

↑乳牛の部　審査の様子

乗馬体験の様子→
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琴
浦
町
の
特
産
品
や
観
光
資
源

を
関
西
圏
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
琴
浦
町
都
市
農
村
交
流
事

業
を
９
月
27
日
か
ら
28
日
に
か
け

て
行
い
ま
し
た
。

　

大
阪
府
の
守
口
門
真
商
工
会
議

所
か
ら
18
名
を
迎
え
、
町
内
で
梨

や
り
ん
ご
の
収
穫
体
験
の
ほ
か
、

赤
碕
港
で
魚
の
競
り
の
見
学
、
琴

浦
町
商
工
会
の
職
員
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
会
な
ど
を
通
し
て
、

地
元
の
人
々
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

今
後
も
特
産
品
の
販
路
拡
大

や
、
琴
浦
町
へ
の
移
住
・
定
住
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
、食
と
人
の
魅
力
を
伝
え
、

町
の
認
知
度
を
高
め
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

八
橋
地
区
公
民
館
長
の
林
原
英

機
さ
ん
（
八
橋
）
が
９
月
８
日
、

全
国
公
民
館
連
合
会
永
年
勤
続
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表

彰
は
、
15
年
以
上
の
長
き
に
わ
た

り
公
民
館
職
員
と
し
て
務
め
、
他

の
模
範
と
な
る
活
動
を
し
た
と
認

め
ら
れ
た
人
に
授
与
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

林
原
さ
ん
は
、「
地
域
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
、
公
民
館
事

業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
を
大
切
に
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

林
原
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

琴
浦
町
の
個
人
県
民
税
の
納
付

が
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

の
４
年
間
、
連
続
し
て
前
年
度
の

納
付
率
を
上
回
り
ま
し
た
。
鳥
取

県
知
事
か
ら
町
へ
感
謝
状
が
送
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
９
月
16
日
、
中

部
県
税
事
務
所
長
よ
り
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
税
金
は
、
県
、
市
町
村
が
活

動
す
る
た
め
に
大
切
な
財
源
で
あ

り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

今
後
も
納
期
内
納
付
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ナ
イ
タ
ー
野
球
の
リ
ー
グ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
大
会

に
は
17
チ
ー
ム
が
参
加
。
選
手
の

皆
さ
ん
は
５
月
21
日
か
ら
10
月
13

日
ま
で
の
お
よ
そ
５
カ
月
間
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

１
部
（
７
チ
ー
ム
）

　

優　

勝　

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｏ

　

準
優
勝　

Ｓ
・
Ｗ
・
Ａ
・
Ｔ

　

３　

位　

お
た
ふ
く

２
部
（
８
チ
ー
ム
）

　

優　

勝　

球
遊
會　

　

準
優
勝　

日
本
海
新
聞

　

３　

位　

チ
ュ
ウ
ブ　

壮
年
の
部
（
２
チ
ー
ム
）

　

優　

勝　

琴
浦
町
役
場

　

準
優
勝　

日
本
海
新
聞

最
優
秀
選
手
賞
（
敬
称
略
）

　

１
部　

生
越
俊
祐（
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）

　

２
部　

藤
堂
隆
之
助（
球
遊
會
）

　

壮
年　

小
塩
久
志（
琴
浦
町
役
場
）

梨・りんごの収穫体験の様子

受賞された林原館長

鳥取県中部県税事務所手嶋所長（左側）と山下町長

１部で優勝したチームROSSOの皆さん

琴浦町の魅力を体感　第４回琴浦町都市農村交流事業

まなびを通じて地域づくりを支え続けて　全国公民館連合会永年勤続表彰を受賞

鳥取県知事から個人県民税の納付実績による感謝状が贈呈

燃えろ！ 琴浦町ナイター野球リーグ大会
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　町全体で取り組んでいる「ことうら10秒の愛」について、
シリーズで紹介し、子育てについて考えていきます。

～やさしさの貯金～

▶︎10秒の愛って？
　この言葉は、忙しい毎日の中で忘れがちな子どもとのふれあいについて、
10秒ほどのささやかな時間でも「それぞれの家庭にあったやり方で、毎日、
子どもと向き合う時間を作ろう」という子育ての合言葉です。

広
げ
よ
う　

こ
と
う
ら 

「
10
秒
の
愛
」

　

10
秒
の
愛　

実
行
委
員
会
に
入
っ
て

も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

「
地
域
の
た
め
に
」
と
い
う
思
い
よ
り

も
、「
自
分
自
身
の
身
に
な
れ
ば
」
と
い

う
自
己
中
心
的
な
考
え
で
役
を
引
き
受

け
、ズ
ル
ズ
ル
と
今
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
人
の
話
を
聞
き
、
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
く
中
で
、
こ
の
『
10
秒
の
愛
』
と

い
う
取
り
組
み
は
、
親
を
始
め
、
兄
弟
、

家
族
、
学
校
、
地
域
が
１
つ
に
な
っ
て
、

我
が
子
や
地
域
の
子
を
見
守
り
育
む
活
動

な
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
長
す
る
に
つ
れ
て
出
く
わ
す
困
難
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
必
要
な
も
の
。
そ
の

１
つ
が
、
小
さ
な
頃
か
ら
注
が
れ
続
け
た

『
10
秒
の
愛
』
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
る
な
ら
、
決
し
て
お
金
に
は
代
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
積
立
貯
金
の
よ
う
な
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
き
な
悩
み
を
抱
え
た
と
き
、
大
き
な

壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
と
き
、
こ
の
貯
金
を

使
い
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
は
よ
り
大
き
く

成
長
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

使
う
場
面
に
い
つ
遭
遇
す
る
の
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
毎
日
少
し
ず
つ
積
み
立

て
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

10
秒
の
愛
フ
ォ
ー
ラ
ム
を 

開
催
し
ま
す

テ
ー
マ　

地
域
で
た
く
わ
え
よ
う

　
　
　
　

「
や
さ
し
さ
の
貯
金
」

　

自
尊
感
情
や
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

自
ら
考
え
て
行
動
で
き
る
子
ど
も
に
育
て

る
に
は
？

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
、
職
場
で
の
心
掛

け
で
自
分
も
周
り
も
心
豊
か
に
。「
や
さ

し
さ
の
貯
金
」
で
地
域
を
元
気
に
す
る
方

法
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と　

き　

11
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

　
　
　
　

（
受
付
午
後
７
時
～
）

と
こ
ろ　

ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く

　
　
　
　

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容　

�

仲
島
正
教
さ
ん
（
教
育
サ
ポ
ー

タ
ー
）
に
よ
る
講
演

参
加
費　

無
料

そ
の
他　

託
児
あ
り
（
事
前
申
込
）

託
児
申
込
・
問
合
せ
先

　

社
会
教
育
課　

52
─

１
１
６
１

　

と
っ
と
り
育
児
の
日

　

鳥
取
県
で
は
、
毎
月
19
日
を
「
と
っ
と
り
育
児
の

日
」 

と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

社
会
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
の
子
育
て
を
「
家
庭
」

で
は
も
ち
ろ
ん
、「
地
域
」
や
「
企
業
」
で
も
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

　

子
育
て
健
康
課　
　
　

　

52
─

１
７
０
９

　

思
春
期
保
健
対
策
講
演
会

　

生
き
る
た
め
の
心
と
書
く
「
性
」
を
考
え
る
こ

と
は
、
人
間
の
「
生
」（
人
生
）
を
考
え
る
こ
と
。

〝
生
＂
と
〝
性
＂
の
教
育
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

と　
　

き　

11
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く

講　
　

演　

生
き
る
た
め
の
心（
性
）の
教
育

　
　
　
　
　

�

～
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
応
援
す
る

�

エ
ッ
セ
ン
ス
を
学
ぼ
う
～

講　
　

師　

東
京
医
療
保
健
大
学

　
　
　
　
　

医
療
保
健
学
部　

看
護
学
科
准
教
授　

　
　
　
　
　

渡
會
睦
子
さ
ん

参
加
費　

無
料

問
合
せ
先　

子
育
て
健
康
課　

52
─

１
７
０
５

今月は10秒の愛 実行委員 朝倉俊之さんのコラムをご紹介します
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イ
ノ
シ
シ
Ｇ
Ｏ

�

高
橋　

龍
太　

隊
員

　

世
間
で
は
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
が
流
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
町
内
で
は

各
地
で
鳥
獣
被
害
が
あ
る
た
め
、
ま
だ
ま
だ
半
人
前
で
す
が
猪
を
追

い
か
け
て
い
ま
す
（
イ
ノ
シ
シ
Ｇ
Ｏ
と
勝
手
に
名
づ
け
て
い
ま
す
）。

　

琴
浦
町
の
山
は
、
鳥
取
大
学
に
在
学
し
て
い
た
と
き
に
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
よ
り
も
広
く
、
猪
も
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
と
異
な
る
情
報
を
よ
く
耳
に
す
る
た
め
、
今
回
は
一
般
の
猪
＆

コ
ト
ウ
ラ
の
猪
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

①�
猪
突
猛
進
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
逆
で
、
行
動
は
慎
重
で
賢
い
こ
と
が

多
い
で
す
。
犬
ほ
ど
の
嗅
覚
で
罠
や
危
険
を
感
知
し
て
回
避
し
ま

す
。
ま
た
、
土
だ
け
じ
ゃ
な
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
も
歩
き
ま
す
。

②�

雑
食
性
で
タ
ケ
ノ
コ
、
梨
、
柿
、
稲
、
ミ
ミ
ズ
、
昆
虫
な
ど
様
々

な
も
の
を
食
べ
ま
す
。

③�

鳥
取
県
全
体
で
の
作
物
な
ど
の
被
害
額
は
７
千
万
円
以
上
（
平
成

22
年
）。
琴
浦
町
内
で
今
年
３
月
か
ら
の
捕
獲
数
は
、
９
月
末
現

在
で
過
去
最
高
と
な
る
２
０
０
頭
を
超
え
ま
し
た
。計
算
す
る
と
、

町
内
で
猪
が
毎
日
１
頭
獲
れ
て
い
る
数
で
す
。

　

コ
ト
ウ
ラ
の
猟
師
さ
ん
は
と
て
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
！
僕
は
未
熟

で
す
が
、
何
頭
か
捕

獲
し
た
り
解
体
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
猟
師
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て

活
動
し
て
い
き
ま

す
。

このコーナーは、地域から寄せられた依
頼にもとづいて、地域おこし協力隊員た
ちが野にはなたれ、世のため、人のため、
琴浦町を中心に、この世のあらゆる事ど
もを徹底的に追求するコーナーである。

テッテッテ
レ♪

地域おこし協力隊活動日誌vol.7
毎月シリーズで、
隊員たちの日常をお届けします。

協力隊！
じゃナイトスクープ

　

年
末
調
整
お
よ
び
確
定
申
告
な
ど
で
所
得
控
除
証
明
書
と
し
て
添

付
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要
な
人
は
、
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
（
ど
ち
ら
も
該
当
す
る
人
）　

・
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

・
日
常
生
活
自
立
度
な
ど
が
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
人

※�

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
医

師
の
日
常
生
活
自
立
度
等
証
明
書
が
あ
れ
ば
申
請
で
き
ま
す
。

申
請
受
付　

11
月
１
日
（
火
）
～

※�

申
請
書
は
、
福
祉
あ
ん
し
ん
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先　

福
祉
あ
ん
し
ん
課　

52
─

１
７
０
６

─ 

シ
リ
ー
ズ
福
祉 

─

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
に
係
る

申
請
に
つ
い
て

捕獲した猪　およそ30㎏です
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スピーチコンテスト
　こんにちは。私の名前はトロイ・フリードマンです。
琴浦町の新しいALTの１人です。
　昨日、私は鳥取県中部の中学校英語弁論大会に行きま
した。英語弁論大会に行くのは初めてでしたが、生徒達
の実力は本当に立派でした。たくさん感動的なスピーチ
がありました。練習した生徒のスピーチを聞いたり、他
の中学生のスピーチを聞いたりと、琴浦町に来た時から、
生徒の皆さんの努力をはっきりと感じました。生徒は本
当に見事な努力の結果を出したと思います。東伯中学校
の生徒は優勝することは出来ませんでしたが、生徒の努
力や情熱は皆に伝わったと思います。
　昨日の大会を見て、私はすぐに言語学校時代の弁論大
会を思い出しました。学校内やクラス内でも、弁論はい
つも緊張するものだと思いますが、別の言語で弁論をし
たり、スピーチを覚えたりすることは素晴らしいことだ
と思います。この難しいものに挑戦したことに、価値が
あると思います。
　今から来年の弁論大会を楽しみに待っています。

From　Troy Friedman
　　　 文╱トロイ・フリードマン
　　　　　（東伯中学校英語指導助手）

Speech Contest
　Hello! My name is Troy Friedman, and I am one of the 
new ALTs in Kotoura-cho.
　Yesterday, I went to the Tottori Prefecture Central 
Region Middle School English Speaking Contest. It was 
my first time, but seeing the student’s efforts was very 
impressive. There were many moving speeches as well. 
Having practiced with the students at Touhaku JHS, 
seeing their performances, and the effort that everyone 
put into their speeches was very impressive. The nature 
of contests being what it is however, this year, Touhaku 
did not walk away with any prizes.
　Seeing the speech contest, I was reminded of my own 
language school’s speech contest.  Memorizing a speech 
is always a challenge, but pushing yourself to memorize 
a speech in a foreign language is a very impressive thing. 
I hope everyone who participated in the speech contest 
this year, regardless of result, will consider this to have 
been a positive experience, and find their efforts to have 
been valuable. For my part, I am looking forward to the 
preparations for next year’s speaking contest. 

　子どもは、休んでいると「友だちに何か言われていたらどうしよう」「勉強が分からなくなる」「遅れちゃ
う」など、様々な不安を膨らませていきます。そうした子どもたちの不安が安心につながる関わり方をご
紹介します。

そのために…家庭の中でできそうなこと　➡　家庭の中で子どもが自己肯定感を高める

・頼んだ仕事は最後まで本人のペースに任せること
　途中で文句などを言わない
・終わった後に、ほめて感謝の気持ちを一言伝える
・無理強いをせず、自分で決めるように促す

学校に行きたくないなぁ…２

参考資料
原田豊さん講演

次回は学校の取り組みをご紹介します。

家にいるんだから
そうじぐらいしなさい！

楽しそうだから
一緒に行こうよ！

お風呂そうじしてくれる
とお母さん助かるな。

頼んでおいた仕事がし
てあれば⇒ありがとう
助かった

お母さん○〇に行
くけど、つきあっ
てくれる？
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安 田 地 区
9月25日　旧安田小学校グラウンド

安田地区公民館
わらべ館が安田地区公民館へやってくる！

町民運動会を開催しました
今回は、雨で中止になった地区もありましたが、安田・以西・下郷・
古布庄地区では大いに盛り上がりました。

以 西 地 区
9月25日　旧以西小学校グラウンド

以西・成美地区公民館共催
大人のぬりえ教室 参加者募集

古 布 庄 地 区
10月2日　古布庄運動広場

下 郷 地 区
10月2日　聖郷小学校グラウンド

安田の足自慢は俺だー！

青空の下、ラジオ体操「いち・に・さん…」 息をあわせて～　いち、に！いち、に！

地域みんなで踊ろう～伝統芸能「以西おどり」～

おもちゃ教室　おきあがりこぼしを作ろう
　親子での参加大歓迎！
おもちゃを手作りする楽
しさを体験しましょう。
と　　き　11月23日（水･祝）13:00～15:00
と こ ろ　安田地区公民館
参 加 費　１体400円（材料費）かえる・パンダ　
申込締切　11月８日（火）
申込・問合せ先　安田地区公民館　 55-1848

　琴浦町出身の線細ペン画家　森井裕子さんの描い
た下絵に色を塗って仕上げます。
と　　き　11月27日（日）10:00～
と こ ろ　以西地区公民館
材 料 費　600円
申込締切　11月14日（月）先着20名
申込・問合せ先　以西地区公民館　 55-7550
　　　　　　　　成美地区公民館　 55-2316
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あなたの秋はどんな秋？
スポーツの秋

●琴浦町ソフトバレーボール大会
と　　き　11月20日（日）９:00～
と こ ろ　総合体育館
種　　目　①一般の部（男女２人ずつ）
　②一般・交流の部（女性２人ずつ）
　③レディース１部（４人の年齢の合計が179歳以下）
　④レディース２部（４人の年齢の合計が180歳以上）
申込締切　11月11日（金）

●元気に歩こう 琴浦を！ in 赤碕
と　　き　11月13日（日）９:30
コ ー ス　�赤碕地区公民館（集合場所）→神崎神社→天

乃神奈斐神社→鳴石の浜→赤碕地区公民館
送迎バス　�役場本庁舎（９:00）→分庁舎（９:10）→赤

碕地区公民館
持 ち 物　�飲み物・タオル・リュック・帽子・雨具・飴 
そ の 他　小雨決行・荒天中止（８:00判断）
　　　　　次回は12月11日（日）浦安地区で開催

●総合バドミントン大会
と　　き　11月27日（日）９:00～
と こ ろ　総合体育館
種　　目　�団体戦の部（男女混合ダブルス、自由ダブル

ス、自由ダブルス）
申込期限　11月17日（木）まで

●９人制バレーボール大会
と　　き　12月４日（日）９:00～
と こ ろ　農業者トレーニングセンター他
申込期限　11月25日（金）

●第71回米子―鳥取間駅伝競走大会
　米子東山陸上競技場から鳥取県庁までの111.9㎞ 14
区間でタスキをつなげます。
と　　き　11月５日（土）・６日（日）
町内中継所の通過予定時刻（11月５日）
・赤碕中継所（赤碕花見潟上）11:46
・逢束中継所（逢束６区公民館前）12:05

●月に１度のナイトスポーツデイ（最終）
と　　き　11月９日（水）19:30～20:30
と こ ろ　農業者トレーニングセンター
内　　容　バウンスボール

申込・問合せ先　
　総合体育館　 52-2047
　農業者トレーニングセンター　 55-2707

芸術の秋
●第11回琴浦町文化祭
　～であい・ふれあい・学びあい～
　町内で活動されている文化活動者が、日ごろの活動で
作成された作品を発表する文化の祭典、琴浦町文化祭を
開催します。
　さまざまな作品が一堂に展示され、文化の秋を感じる
絶好の機会です。ぜひご来場ください。
と　　き　11月４日（金）～６日（日）
と こ ろ　まなびタウンとうはく
イベント案内
○町民作品展
　時　　間　９:00～17:00（６日は15:00まで）
　と こ ろ　３階～５階多目的ホール、研修室他
○お茶席
　時　　間　９:00～16:00（６日は14:00まで）
　と こ ろ　３階 第２会議室
　料　　金　１席250円（抹茶とお菓子付き）
○１日限定イベント
　・「ことカフェ inまなタン」
　　４日（金）14:00～15:00
　・「琴の浦高等特別学校特製のパン販売」
　　５日（土）11:00～
　・「ワールドフードコート」
　　６日（日）11:30～（無くなり次第終了）
〇文化体験講座
　時　　間　９:00～16:00 
　と こ ろ　４階 創作室
　問合せ先　社会教育課　 52-1161

●とりアート2016
　～うたって おどって ねころんで
� 未来はどこにあるのかな～
　とりアート2016（第14回鳥取県総合芸術文化祭）が
開催されます。「次世代育成」をテーマにしたイベントは、
ファミリーで楽しめる企画が盛りだくさんです。
と　　き　11月26日（土）11:00～20:45
　　　　　11月27日（日）11:00～17:00 
と こ ろ　倉吉未来中心
問合せ先　鳥取県総合芸術文化祭中部地区企画運営
� 委員会事務局（倉吉未来中心内） 23-5391
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■
目　

的

　

町
で
は
、
住
民
の
誰
も
が
安
全
か
つ
容

易
に
利
用
で
き
る
拠
点
を
整
備
し
、
地
域

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
公
民

館
な
ど
の
集
会
施
設
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
）
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
次
の
補
助
金
制
度
を

今
年
度
か
ら
新
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
工
事

　

自
治
会
が
所
有
ま
た
は
管
理
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
行
う
た
め
の
改
修
工
事
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

・
傾
斜
路
（
ス
ロ
ー
プ
）
の
設
置

・�

施
設
内
の
通
路
お
よ
び
出
入
口
の
幅
の

拡
張

・
進
入
経
路
お
よ
び
床
の
段
差
解
消

・
床
を
滑
り
に
く
い
も
の
に
取
り
替
え
る

・�

開
き
戸
を
引
き
戸
ま
た
は
折
戸
に
取
り

替
え
る

・�

ド
ア
ノ
ブ
、
戸
車
な
ど
の
戸
の
開
閉
を

容
易
に
す
る

・
洋
式
便
器
に
取
り
替
え
る

・�

便
所
、
通
路
な
ど
に
手
す
り
を
取
り
付

け
る

・
台
所
、
洗
面
所
な
ど
の
高
さ
を
変
え
る

■
補
助
金
の
額

　

補
助
金
の
額
は
、
補
助
対
象
経
費
の

合
計
額
に
２
分
の
１
を
乗
じ
た
額
と
し
、

50
万
円
が
限
度
で
す
。
た
だ
し
、
10
万
円

以
上
の
工
事
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
要
件

　

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
施
工
業
者
が

工
事
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

申
請
手
続
や
そ
の
他
の
要
件
な
ど
、
詳

細
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

総
務
課

　
　
　
　
　

52
─

２
１
１
１

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
、
老
後
の
備
え
は
大

丈
夫
で
す
か
？
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
夫

婦
２
人
の
家
計
費
は
、
月
額
27
万
円
（
平

成
24
年
総
務
省
家
計
調
査
よ
り
）で
す
が
、

国
民
年
金
の
支
給
額
は
夫
婦
２
人
で
月
額

13
万
円
（
40
年
間
保
険
料
を
支
払
い
、
65

歳
か
ら
受
け
取
る
場
合
）
で
、
10
万
円
以

上
不
足
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
農
業
者
年
金
が
上
乗
せ
さ

れ
る
と
、
将
来
の
家
計
費
の
不
足
が
解
消

で
き
ま
す
。
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
積
立

方
式
・
確
定
拠
出
型
で
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
も
ら
え
る
公
的
年
金
「
農
業
者
年
金
」

が
、
老
後
の
暮
ら
し
を
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
と
魅
力

①
と
て
も
お
得

・�
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象

・�

若
い
人
に
は
保
険
料
の
一
部
を
国
が
負

担
（
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
な
ど
一

定
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
）

②
と
て
も
安
心

・�

積
立
保
険
料
は
運
用
さ
れ
年
金
と
し
て

受
給
（
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
）

・�

途
中
脱
退
し
て
も
支
払
い
保
険
料
等
に

対
応
し
た
年
金
と
し
て
65
歳
か
ら
受
給

・
年
金
は
終
身
に
わ
た
り
受
給

・�

80
歳
前
に
死
亡
し
た
場
合
で
も
、
80
才

ま
で
の
年
金
相
当
分
を
死
亡
一
時
金
と

し
て
遺
族
に
支
給

③
保
険
料
は
自
分
で
決
め
ら
れ
る

・�

保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円

の
範
囲
で
自
由
設
定（
千
円
単
位
で
選
択
）

・�

農
業
経
営
状
況
や
老
後
の
生
活
設
計
に

応
じ
て
、
保
険
料
の
増
減
が
可
能

④�

農
地
の
権
利
名
義
に
関
わ
り
な
く
加
入

で
き
る

・�

加
入
で
き
る
の
は
60
歳
未
満
で
年
間
60

日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
国
民
年
金
１

号
被
保
険
者

・�

農
地
の
権
利
名
義
を
持
た
な
い
人
（
農

業
後
継
者
な
ど
）
も
加
入
可
能

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

農
業
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
　

55
─

７
８
０
９

公
民
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

　
　
補
助
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

農
業
者
年
金
が

　
老
後
の
暮
ら
し
を
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト
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11
月
は

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

　

虐
待
は
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う

る
も
の
で
す
。「
虐
待
か
も
…
」「
虐
待
を

し
そ
う
」
と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
・
通
告
先

・
子
育
て
健
康
課　

平
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

52
─

１
７
０
９

・
倉
吉
児
童
相
談
所　

終
日　

　

23
─

１
１
４
１

・
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
カ
条

①�

「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連

絡
（
通
告
）

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言
い
訳

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

④
子
ど
も
の
命
が
最
優
先

⑤�

虐
待
は
あ
な
た
の
ま
わ
り
で
も
起
こ
り

う
る

11
月
12
日
〜
25
日　

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
、
親
し

い
関
係
に
あ
る
人
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力

の
こ
と
で
す
。

　

最
近
で
は
、「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」（
交
際
中

の
相
手
か
ら
の
暴
力
）
に
つ
い
て
鳥
取
県

内
の
高
校
生
を
中
心
に
啓
発
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
身
体
的
暴
力
の
ほ
か
、
電
話
や

メ
ー
ル
を
使
っ
た
束
縛
も
含
ま
れ
る
、
と

て
も
身
近
で
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

悩
ん
だ
時
は
ま
ず
相
談
を
！ 

Ｄ
Ｖ
被
害
相
談
窓
口

〇
被
害
に
あ
っ
た
ら

・
心
と
女
性
の
相
談
室

�

（
中
部
総
合
事
務
所
内
）　

　

23
─

３
１
４
７
・
23
─

３
１
５
２

・
よ
り
ん
彩
相
談
室　

23
─

３
９
３
９

・
子
育
て
健
康
課　
　

52
─

１
７
０
９

〇
危
険
を
感
じ
た
ら

　

警
察
署　

１
１
０
番
通
報

さ
し
の
べ
て　
あ
な
た
の
そ
の
手　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
は
や
く

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
11
月
９
日
㈬
～
11
月
15
日
㈫

　

全
国
統
一
防
火
標
語

　

「
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火

　
　

そ
の
時　

そ
の
場
所
で
」

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い
。

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
と
こ
ろ
で
使
用
す
る
。

・�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
。

・�

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る
。

・
住
宅
用
消
火
器
な
ど
の
設
置

・�
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く

る
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
多
く
は
逃
げ

遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
す
べ
て
の
ご

家
庭
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。
大
切
な
命
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
１
日
も
早
い
設
置
を
お
願
い
致
し
ま

す
。　

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義

務
化
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
作
動

点
検
を
行
い
、
適
切
な
維
持
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

※�

消
防
訓
練
・
防
火
講
習
会
な
ど
の
相

談
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

琴
浦
消
防
署

　
　
　
　
　

52
─

３
３
４
６
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平成29年度 保育園・こども園の入園児募集
受付期間　11月７日（月）～25日（金）

各園の概要

問合せ先　各保育園・こども園、子育て健康課　 52-1709

区分 施　設　名 電話番号 対 象 年 齢
（平成29年４月１日現在）

保育時間
（延長含む） 休園日

保
育
園

町
立

釛保育園 52-3715
０歳～５歳

（生後６カ月から） ７:15～18:45 日曜日
祝　日
年末年始

琴浦保育園 55-0710

安田保育園 55-0943

私
立 みどり保育園 53-2395 ０歳～５歳

（生後２カ月から） ７:00～19:00

認
定
こ
ど
も
園

町
立

やばせこども園 53-0909 【保育認定】
０歳～５歳

（生後６カ月から）

【教育認定】
３歳～５歳

【保育認定】
７:15～18:45

【教育認定】
８:00～16:00

【保育認定】
保育園休園日と

同じ

【教育認定】
保育園休園日
のほか土曜日

しらとりこども園 52-6066

ふなのえこども園 55-1972

私
立 赤碕こども園 55-0708 ０歳～５歳

（生後２カ月から）

【保育認定】
７:15～18:45
【教育認定】
８:15～16:15

日曜日
祝　日
年末年始

　来年４月からの保育園とこども園への入園の申し込みを、次のとおり受け付けます。
　保護者は、希望する町内の保育園などへの入園を選択することができます。区域は設けませんので、
入園を希望する園へ申し込んでください。
　また、来年４月以降（年度途中）に入園希望の人も、今回申し込みの手続きをしておいてください。
手続きをされていない場合は、定員や保育士の配置などの理由で、希望する時期に入園できない場合が
ありますのでご注意ください。

●手続きの方法
　申込関係書類は、次の場所に置いています。
・子育て健康課
・分庁総合窓口係
・各保育園、こども園
　所定の用紙に必要事項を記入して、入園を希望す
る園に直接申し込んでください。
　また、町外の保育園へ入園を希望される場合は、
子育て健康課に申し込んでください。
　いずれの場合も、入園が決まり次第、各ご家庭に
通知します。

●保育料の軽減制度
　琴浦町独自の保護者の負担軽
減制度として、世帯の第２子以
降の児童が入所する場合の保育
料を無償化しています。

●認定基準
　保育園・こども園を利用する場合には、次の認定
を受ける必要があります。
保育認定：保育が必要な場合
　保育の必要な認定は、保護者の状況が、次のいず
れかの基準に該当する場合をいいます。
　保育園・こども園を利用することができます。
　・就労・妊娠、出産　　・保護者の疾病、障がい
　・同居家族の介護、看護
　・求職活動　・災害復旧
　・就学　・虐待、DVのおそれがあること
　・�育児休業取得時に、既に保育を利用している子

どもがいて継続利用が必要であること　　など
教育認定：保育が必要でない場合
　平成29年４月１日現在、満３歳から満５歳の児
童で、町内に居住している人です。
　認定こども園を利用することができます。
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催しもの

くらよし国際交流フェスティバル2016　
～地球はひとつ☆みんなでつなぐ笑顔のＷa～

　多様な文化をもつ人たちが集まって、気軽に「世
界」と交流できるイベントです。毎年大人気の世界
各国の料理コーナー、多彩なステージパフォーマン
スをはじめ、民族衣装の試着や日本・海外の文化体
験、もの作り体験、県内の国際交流団体の活動紹介
など、子どもから大人まで楽しめる内容が盛りだく
さんです。
と　　き　11月27日（日）11:00～15:00
と こ ろ　伯耆しあわせの郷（倉吉市小田458）
問合せ先　公益財団法人鳥取県国際交流財団
　　　　　 23-5931

塩谷定好写真記念館 講演会
「歴史と文化の風を感じる旅」の開催

　琴浦町出身で智頭急行社長、岡村俊作氏による講
演会を開催します。歴史や文化を感じる観光や町づ
くりなどについての講演です。
と　　き　11月13日（日）13:30～15:00
と こ ろ　赤碕地区公民館
問合せ先　塩谷定好写真記念館　 55-0120

寿大学一般教養コースの開催

　11月の寿大学は、とうはく部落解放文化祭の中
で行われる講演会に参加します。
と　　き　11月20日（日）９:30～11:15
と こ ろ　東伯文化センター
講　　師　川口泰司さん
　　　　　（山口県人権啓発センター事務局長）
演　　題　部落差別は、いまpart②
　　　　　〜「寝た子」がネットで起こされる!?
問合せ先　社会教育課　 52-1161
※�送迎バスを希望の人は、11月10日（木）までに
お申し込みください。

11月　カウベルホールの催しもの

加古隆コンサート2016　クァルテットの響き
　カウベルホールにあの加古隆が帰ってくる！新
映像の世紀を再現。響きの抜群のカウベルホール
と、オーバーホールを終えたスタインウェイと加
古隆の織りなす妙なる響きをご堪能ください。
と　　き　11月27日（日）14:00
出　　演　�加古隆（ピアノ）／相川麻里子（バイ

オリン）／南かおり（ヴィオラ）／植
木昭雄（チェロ）

料　　金　一般5,000円
　　　　　学生1,000円
　　　　　※未就学児入場不可
　　　　　※全指定席
そ の 他　託児あり（事前予約）、
　　　　　軽飲食の販売あり

カウベル元気者教室
　カウベル元気者教室は、性別や年齢、身体状況
を問わず、さまざまな人を対象とした教室です。
合唱教室は、季節の歌などに合わせて、リズムを
とったり一緒に歌ったりと、楽しく体験できる教
室です。皆で楽しいひとときを過ごし健康寿命を
伸ばしませんか。見学・参加無料です。
と　　き　11月15日（火）14:00～15:00　
と こ ろ　スマイルギャラリー（ロビー）　　
講　　師　ザ・ラニアルコーラス
そ の 他　事前申込が必要、車椅子での参加歓迎

カウベルジャズフェスティバル
　2016年カウベルホール秋の目玉イベント「カウ
ベルジャズフェスティバル」。スペシャリストの競
演を、カウベルホールでお楽しみください。
と　　き  12月４日（日）16:00
出　　演　�shiho＆ 国 府 弘 子 ／ FIREHORNS

／ 宮 本 美 季 ＆ 柴 田 敏 孝 ／ Akky& 
SaxophoneFriends

料　　金　一般5,000円　　学生1,000円
　　　　　未就学児入場不可、全指定席
そ の 他　託児あり（事前予約）、軽飲食の販売あり

カウベルホール協賛公演
ザ・ラニアルコーラス30周年記念コンサート
と　　き  12月３日（土）15:00　
出　　演　�ザ・ラニアルコーラス／フラダンスグ

ループフラワー／響けカウベル合唱団
料　　金　一般300円（中学生以下無料、自由席）
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募　集

町営住宅などの入居者募集

●募集の住宅
改良住宅　（２次募集）上野団地１戸
特定公共賃貸住宅　とうはくハイツ６戸
　　　　　（世帯向け３戸、単身向け３戸）
そ の 他　　コーポラスことうら３戸
●入居の条件
改良住宅　・月額所得114,000円以下
　　　　　・同居親族があること
　　　　　・住宅に困窮していること
特定公共賃貸住宅
　　　　　　月額所得158,000円～487,000円
コーポラス　住宅に困窮していること
共　　通　・市区町村税等に滞納がないこと
　　　　　・暴力団員でないこと
●家賃（月額）
上野団地　　　　8,500円
とうはくハイツ　世帯向け48,000円
　　　　　　　　単身向け25,000円
コーポラス　　　４階22,000円　５階18,000円
募集期間　　11月１日（火）～11月15日（火）
抽選日時　　11月25日（金）９:00
入居可能日　12月１日（木）予定（手続き完了後）
申込・問合せ先　建設課　 55-7805

企画がデキル！プレゼンもデキル！
そんなビジネスパーソンになって就職しよう

　鳥取県・鳥取労働局・ポリテクセンターなどが協
働で開発した新しい公共職業訓練「ビジネスプラン
ニング科」の受講生を募集します。
受 講 料　無料（教科書代などは自己負担）
募集期間　10月14日（金）～11月22日（火）正午
訓練期間　12月13日（火）～平成29年６月12日（月）
　　　　　６カ月間（平日９:00～15:50）
訓練施設　株式会社インサイト
　　　　　（米子市新開２-14-38）
定　　員　20名
対 象 者　離職中の求職者
申込み先　最寄りのハローワークの相談窓口
問合せ先　（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構
� ポリテクセンター鳥取　 0857-52-8804 

第63回鳥取県勤労者美術展出展作品募集

対　　象　�県内在住または県内にお勤めの勤労者の
人および退職者、家族

部　　門　写真･洋画･日本画･書道
出品�点数　１部門につき２点以内、写真は単２点以

内または組１点のいずれか（未発表作品に限る）
受付期限　12月20日（火）
申込・問合せ先　一般財団法人 鳥取県労働者
　　　　　　　　福祉協議会　 0857-27-4188
HP　http://tottori.roufuku.net/
　　（出品申込書をダウンロードできます）

案　内

電子証明付の住民基本台帳カードをお持ちの人へ

　電子証明付の住民基本台帳カードをお持ちの人
で、電子証明の有効期限が切れる人は、個人番号カー
ドを申請する必要があります。
　住民基本台帳カードを利用して電子申告をしてい
る人は今一度電子証明の有効期限を確認し、個人番
号カードの申請をお願いします。
　個人番号カード作成には１カ月程かかり、暗証番
号の設定も必要です。確定申告時に間に合わない場
合もありますので、早めの手続きをお願いします。
問合せ先　町民生活課　 52-1704

分庁総合窓口でも個人番号カードの申請手続きが出来ます

　町民生活課で行っている個人番号カードの申請手
続きと無料の写真撮影を、分庁総合窓口係でも下記
の日程で行います。
と　　き　11月から平成29年３月までの
　　　　　第２・４木曜日　９:00～17:00
※�窓口申請をご希望の人は、通知カード・申請書・
免許証などの本人確認書類を持参してください。
また、暗証番号の設定も必要です。
問合せ先　町民生活課　 52-1704　　　

指名手配被疑者の検挙にご協力ください

　指名手配被疑者によく似た人を見掛けたら、どんな
ことでも結構ですので、警察に通報をお願いします。
問合せ先　八橋警察署　 49-0110
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農業由来の廃棄物は適正に処理しましょう

　河川の堤防や道路な
どの公共の場に、草や
不要な農作物が大量に
投棄されていることが
あります。また、使用
済の畦シート・マルチ
用ビニール・肥料袋が
混じっていることもあります。これらは交通事故や
水害を引き起こしたり、草刈などの作業の際に怪我
の原因となったります。
　投棄した人には、ごみの処分とともに、重い刑罰
が科せられる場合があります。不法投棄は絶対にや
めましょう。
処理についての注意点
・各々の土地で、適切に処分
・原則、野焼きは禁止
・�畦シート、ビニールハウス・マルチ用ビニール、
肥料袋などは、農協に処分を依頼（処分費必要）
問合せ先　町民生活課　 52-1703

全血献血にご協力をお願いします

と　き 受付時間 ところ

11月25日（金）

９:00～10:30 役場分庁舎
11:50～13:20 鳥取部品（株）
14:00～15:30 百寿苑
16:00～17:30 馬野建設（株）

持 ち 物
・�献血カードまたは本人確認できるもの（運転免許
証、保険証など）

・お薬手帳などの薬の名前が分かるもの（服薬中の人）
※�献血は、各種健診や健康教室などに参加して集め
たポイントで応募すると「ことうら商品券」がも
らえる「ことうら健康ポイントラリー事業」です。

 問合せ先　子育て健康課　 52-1705

新わくわく琴浦体操DVDを貸し出します

　皆で集まり、楽しく介護予防を行う「新わくわく
琴浦体操」の解説DVDを貸し出します。
貸し出しの条件
・�DVDを使用して継続的に（週１回程度）体操に
取り組む団体および新わくわく琴浦体操リーダー

・１団体につき、DVD１枚
申込・問合せ先　福祉あんしん課　 52-1525

11月10日～16日はアルコール関連問題啓発週間です

　お酒は生活に豊かさと潤いを与える反面、不適切
な飲み方をすると健康や生活に悪影響を及ぼす危険
も持ち合わせています。
　１日の適正量を守り、アルコールによる健康障害
を防ぎましょう。
１日の適正量（女性と高齢者はこの半分）

種類 アルコール
度数 目安となる量

ビール ５度 中ビン１本（500ml）
日本酒 15度 １合（180ml）
焼酎 25度 0.6合（100ml）

ウイスキー 43度 ダブル１杯（60ml）
ワイン 14度 １/４本（約180ml）

＊�近年は、若い女性や未成年者の飲酒が多くなって
います。アルコールによる健康障害を受けやすい
ので特に注意しましょう。
問合せ先　子育て健康課　 52-1705

11月14日は「世界糖尿病デー」です

　世界のどこかで、６秒に１人が糖尿病に関連する
病で命を奪われており、日本においても、糖尿病と
強く疑われる人と可能性を否定できない人の合計は
約2,050万人に上っていることから、早急な対策が
迫られています。
　鳥取大学では、世界糖尿病デーのイベントとして、
糖尿病予防についての講演会が開催されます。糖尿
病について考え、予防にむけた一歩を踏み出しま
しょう。
と　　き　11月14日（月）16:00〜17:00　
と こ ろ　鳥取大学医学部附属病院記念講堂
問合せ先　子育て健康課　 52-1705

税を考える週間～くらしを支える税～

　国税庁では、税の意義や役割を考えていただくほ
か、税務行政に対する理解をより深めていただくた
めに、毎年11月11日から17日を「税を
考える週間」として、ホームページなど
で様々な情報を提供しています。
ホームページ　www.nta.go.jp
　また、中学生・高校生の「税に関する習字・作文」
を展示しています。
と　　き　11月４日（金）～11月６日（日）
と こ ろ　まなびタウンとうはく４階多目的ホール
問合せ先　税務課　 52-1712

堤防（河川敷）に不法投棄されたみかん
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11月の定例無料相談
●行政相談
内　　容　�役所の仕事やサービス、各種制度の手続

きに関する困りごとやご意見、ご要望
【社会福祉センター】
と　　き　11月16日（水）　９:00～11:00
【老人福祉センター】
と　　き　11月24日（木） 13:30～15:30
問合せ先　総務課　 52-2111
●夜間納税相談（あらかじめご連絡ください）
内　　容　納税に関すること
と　　き　開庁日の夜間　おおむね19:30まで
と こ ろ　役場本庁舎
問合せ先　税務課　 52-1712
●人権相談
内　　容　人権問題全般
【成美地区公民館】
と　　き　11月11日（金）９:00～11:30
【古布庄地区公民館】
と　　き　11月25日（金）９:00～11:30
問合せ先　人権・同和教育課　 52-1162
●健康相談
内　　容　身体とこころの健康に関する相談
と　　き　11月28日（月）９:30～10:30
と こ ろ　保健センター
問合せ先　子育て健康課　 52-1705
●農家相談
内　　容　農地・農業問題全般
と　　き　11月１日（火）９:00～12:00
と こ ろ　農業委員会事務局
問合せ先　農業委員会事務局　 55-7809
●中部消費生活センター定期巡回相談
内　　容　消費トラブルなど消費生活全般
と　　き　11月10日（木）、24日（木）
　　　　　８:30～17:00
と こ ろ　役場本庁舎　相談室
問合せ先　町民生活課　 52-1703 ・ 52-1707
●多重債務・法律相談会
内　　容　クレジット、消費者金融、ヤミ金融、
　　　　　各種ローンの相談
と　　き　11月18日（金）13:30～16:00
と こ ろ　倉吉未来中心２階　セミナールーム
予　　約　電話予約（先着順、定員で受付終了）
問合せ先　中部消費生活センター　 22-3000

ふるさと未来夢寄附金へのお礼

　

■平成28年度の寄附の状況（平成28年９月30日現在）

　寄附金の額　　　　　　99,175,110円
　ご寄附いただいた人　　　　　4,297人
　ご寄附いただいた人のうち、希望された人
のご芳名とご住所（都道府県名のみ）は、ホ
ームページに掲載させていただいております。
HPアドレス　
http://www.kotoura-furusato.jp/
　ふるさと納税は税金控除対象です。確定申
告により税金の軽減が図られます。
　寄附金は積み立てた後、町事業に活用させ
ていただきます。
　町外在住のご親戚・お知り合いの人に、こ
の制度をぜひご紹介ください。
問合せ先　総務課　　52-2111

まちのお知らせをすぐキャッチ
行政情報アプリ「マチイロ」

　スマートフォン
の行政情報アプ
リ「マチイロ」で、
琴浦町の情報が見られるようになりました。
　新しいお知らせが追加されると通知がくるので、
ホームページを見なくても最新の情報が入手できま
す。また、イベントから行政情報まで、子育て、福
祉などの分野ごとにカテゴリ分けしてあるので、必
要な情報を簡単に見つけられます。
　設定は簡単、「琴浦町」を選択するだけ！ぜひご
登録ください。
問合せ先　企画情報課　 52-1708

鳥取県不妊専門相談センター第２回出張無料相談会

と　　き　11月18日（金）　10:00～16:00
と こ ろ　倉吉交流プラザボランティア交流室
内　　容　不妊や不育症などの出張相談会
相談方法　不妊症看護認定看護師による
　　　　　面接相談（予約が必要）
問合せ先　鳥取県西部不妊専門相談センター
　　　　　（ミオ・ファティリティ・クリニック内）
　　　　　 0859-35-5223 
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●心の健康相談
内　　容　心の不調の相談に精神科医が対応
と　　き　11月10日（木）15:00～16:30
予　　約　電話予約のうえ事前面接を実施
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 23-3147
●女性法律相談
内　　容　�法律上の助言を希望する女性相談者に弁

護士が対応
と　　き　11月16日（水）10:00～12:00
と こ ろ　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
予　　約　電話予約のうえ事前面接
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 23-3152
●教育相談会
内　　容　専門医による教育に関する相談
と　　き　11月16日（水） 14:00～16:00
　　　　　11月24日（木） 13:00～17:00
と こ ろ　中部総合事務所
予　　約　前々日の正午までに電話予約
問合せ先　鳥取県教育センター教育相談課
　　　　　 0857-28-2322
●行政書士相談（当日受付、先着順）
内　　容　相続、遺言、契約書の作成など
と　　き　11月18日（金）15:00～19:00
と こ ろ　琴浦町図書館本館　相談室
問合せ先　琴浦町図書館　　　 52-1115
　　　　　鳥取県行政書士会　 0857-24-2744
●もの忘れ相談（予約制、前日まで）
内　　容　認知症専門医師によるもの忘れ相談
と　　き　11月１日（火）
と こ ろ　分庁舎13:30～　本庁舎15:30～
問合せ先　福祉あんしん課内
　　　　　地域包括支援センター 52-1715

社会福祉協議会の無料相談

予約・問合せ先　琴浦町社会福祉協議会
　　　　　　　　 52-3600
●心配ごと相談
内　　容　日常生活での困りごとなど
【社会福祉センター（東伯本所）】第１水曜日（祝日除く）
と　　き　11月２日　９:00～11:00
【老人福祉センター（赤碕支所）】第３木曜日（祝日除く）
と　　き　11月17日　13:30～15:30
●法律相談
司法書士が相談に応じます
内　　容　法律全般
と　　き　11月16日（水）13:30～15:30
と こ ろ　社会福祉センター（東伯本所）
予　　約　電話予約（先着順、定員で受付終了）



かんたんな手話
目で見ることば」です顔の表情も付け加えながらやってみましょう

手話は、　　　　vol.30
シリーズ

―今月の職員―

上下水道課

杉島　　聡
下水道整備の業務
を担当しています

私の趣味は登山です

「手で表すことばで、

私 趣味は
21

　あなたの趣味は何ですか？
　今回は“私の趣味は登山です。”の手話をやってみましょう。

利き手の人差し指で、鼻を指す。 親指側をほおにあて、滑らせながら、手を握る。

3

登山 です
54

利き手を山の形を描くように動か
す。

人差し指と中指を交互に動かし、
斜めに上げ、山を登る様子を表す。

6

手のひらを相手に向けて胸の前で
少し下げる。

▼

発行：琴浦町　編集：企画情報課　〒689-2392　鳥取県東伯郡琴浦町徳万591-2　TEL (0858) 52-2111（代表） FAX (0858) 49-0000
琴浦町ホームページアドレス　http://www.town.kotoura.tottori.jp/　毎月１日発行　印刷：今井印刷株式会社
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団
体
で
す
。

　

私
た
ち
は
地
域
貢
献
と
し
て
の

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
、
経
営

者
と
し
て
の
資
質
向
上
を
目
的
と

し
た
研
修
や
、
こ
の
町
で
の
連
携

意
識
を
高
め
る
た
め
他
団
体
と
の

交
流
な
ど
を

行
っ
て
い
ま

す
。

　

自
主
事
業

と
し
て
は
、

本
年
度
で
８

回
目
と
な
り
ま
し
た
【
琴
浦
若
旦

那
商
店
街
】を
開
催
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
私
た
ち
の
商
売
を
再
認
識

し
て
も
ら
う
の
と
同
時
に
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
地
域
の
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
催

し
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
今
年
も
多
く
の
方
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
、
各
地
域
の
み
な
さ
ま
に

支
え
ら
れ
、
商
工
会
青
年
部
は
50

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
事
業
者
と
し
て
地
域
活

性
の
引
き
金
と
な
る
べ
く
、
皆
様

と
共
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

琴
浦
町

　
　商
工
会
青
年
部

Vol.7

まちネット行進曲
　本町では近年、多くの人や団体がまちづくりに取り組み、
それぞれの地域や得意分野で町を盛り上げていただいています。
　毎月シリーズで、これらの取り組みを紹介していきます。

シリーズ

若旦那商店街


